
様式第2号の2(第3条関係) 
在学採用・緊急採用 

 
奨 学 資 金 貸 与 申 請 書 

本 
 

人 

学 校 名 学校 学科 
全日制 
定時制     科 
通信制 

学年 第   学年 

氏 名 
ふりがな 生 年 月 日 年 齢 

 
年  月  日 満    歳 

現 住 所 
(〒   ―    )               電話番号    (    ) 

家

族

の

状

況 

続 柄 氏 名 年 齢 職 業 勤 務 先 （ 学 校 名 ）  年  収 （税 込 ）  
父   歳     円 

母   歳     円 

本 人   歳     円 

    歳     円 

    歳     円 

    歳     円 

    歳     円 

合    計(   人)         

家

庭

事

情 

奨学金の貸与を希望するに至った家庭事情や、その他特に説明を要することを記入してください。 
  
  
  
  
  
  
  

緊急採用申請の場合 事由の生じた年月(    年    月) 
 茨城県教育委員会教育長 殿 
 以上のとおり記載に相違ありません。 
 茨城県育英奨学生として奨学資金の貸与を受けたいので申請します。 
     年   月   日 

                            本  人             

 (自筆)             

連

帯

保

証

人 

氏 名 
( 自 筆 ) 

ふりがな 本人 
との 
続柄 

  
(   年   月   日生) 

現 住 所 
(〒   ―    )                電話番号    (    ) 

茨城県 

 (記載上の注意) 
 1 家計内容は、家族全員の収入をありのまま記入し、父及び母又はこれに代わって家計を支えている者について、前年の収入を証

明する書類を添付すること。 
 2 家族の状況のうち、別居者については、続柄の前に×印を付けること。 
 3 家庭事情欄は、具体的かつ詳細に記入のこと。 
 4 連帯保証人は、親権者又はこれに代わる者で、将来奨学資金返還の責任を負いうる者であること。 
     なお、申請の際は連帯保証人１人でよいが、奨学生として採用されたときは、更にもう１人の連帯保証人を要するから、あらか

じめ考慮しておくこと。 
 5 所定欄に記入のないものは、判定材料を欠くものとして不採用とすることがある。 


